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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月13日(2018.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発電機であって、
　第１の端部および第２の端部を有する第１の部分（１）を備え、前記第１の端部は、固
定点に固定されるように構成され、前記第２の端部は、前記第１の部分が前記固定点に対
して揺れ運動を行なうことができるように自由であり、前記第１の部分（１）は、流体内
に位置するように構成され、前記流体が動くと前記流体内に渦を発生させ、前記第１の部
分（１）に揚力を発生させて、前記固定点に対する前記第１の部分（１）の振動および揺
れ運動を生じさせるように構成され、前記振動運動は振幅を有し、前記発電機はさらに、
　前記第１の部分（１）を少なくとも部分的に取囲む第２の部分（２）を備え、
　前記発電機は、前記第１の部分（１）と前記第２の部分（２）との間に磁気反発力を生
じさせる磁場を発生させるためのシステムを備え、前記磁気反発力は、前記第１の部分（
１）の前記振動運動によって変化し、前記第１の部分（１）の前記振動運動の前記振幅が
増加すると増加する最大値を有することを特徴とする、発電機。
【請求項２】
　磁場を発生させるための前記システムは、前記第１の部分（１）に関連付けられる少な
くとも１つの第１の磁石（３０）と、前記第２の部分（２）に関連付けられる少なくとも
１つの第２の磁石（４０）とを備え、
　前記少なくとも１つの第１の磁石（３０）および前記少なくとも１つの第２の磁石（４
０）は、互いに反発するように配置され、前記第１の部分の前記振動運動が生じると前記
振動運動に従って前記少なくとも１つの第１の磁石と前記少なくとも１つの第２の磁石と
の間の距離が変化するように配置される、請求項１に記載の発電機。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの第１の磁石（３０）は、少なくとも２つの正反対の部分を備え、
前記少なくとも１つの第２の磁石（４０）は、前記少なくとも１つの第１の磁石（３０）
の前記少なくとも２つの正反対の部分に対向する少なくとも２つの正反対の部分を備える
、請求項２に記載の発電機。
【請求項４】
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　前記少なくとも１つの第１の磁石は、少なくとも１つのリング（３０）として構成され
る、請求項３に記載の発電機。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの第２の磁石（４０）は、少なくとも１つのリングとして構成され
る、請求項３または４に記載の発電機。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの第１の磁石（３０）は、前記発電機の土台から異なる高さのとこ
ろに配置された複数の磁石（３０）を備え、前記少なくとも１つの第２の磁石（４０）は
、前記発電機の前記土台から異なる高さのところに配置された複数の磁石（４０）を備え
る、請求項２～５のいずれか１項に記載の発電機。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの第１の磁石（３０）は、第１の複数の磁石（３０）を備え、前記
第１の複数の磁石（３０）は、実質的に互いに隣接して配置され、前記第１の複数の磁石
（３０）によって発生する磁場が、前記少なくとも１つの第２の磁石（４０）に対向する
前記磁石の側で反対側よりも強くなるような極性で配置され、および／または
　前記少なくとも１つの第２の磁石（４０）は、第２の複数の磁石（４０）を備え、前記
第２の複数の磁石（４０）は、実質的に互いに隣接して配置され、前記第２の複数の磁石
（４０）によって発生する磁場が、前記少なくとも１つの第１の磁石（３０）に対向する
側で反対側よりも強くなるような極性で配置される、請求項２～６のいずれか１項に記載
の発電機。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの第１の磁石（３０）および前記少なくとも１つの第２の磁石（４
０）は、前記第１の部分の長手方向軸に対して傾斜した態様で配置される、請求項２～７
のいずれか１項に記載の発電機。
【請求項９】
　前記第１の部分は、前記振動運動の前記振幅が少なくとも特定の速度範囲内で前記流体
の速度とともに増加するように配置される、請求項１～８のいずれか１項に記載の発電機
。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの第１の磁石と前記少なくとも１つの第２の磁石との間の前記反発
力は、前記第１の磁石と前記第２の磁石との間の前記距離の二乗に反比例し、前記流体の
速度が増加すると、前記振動運動の前記振幅は増加する傾向があり、それによって、前記
磁石は、各振動周期の最大接近部分の最中は近付く傾向があり、それによって、各振動周
期において前記少なくとも１つの第１の磁石と前記少なくとも１つの第２の磁石との間に
生じる最大反発力は、それに従って増加し、それによって、前記反発力の前記増加は、前
記第１の部分の共振振動数を増加させ、それによって、前記発電機の構造は、前記流体の
前記速度が増加したときの前記第１の部分の前記共振振動数の自動的な増加に寄与し、逆
の場合も同様である、請求項２～８のいずれか１項に記載の発電機。
【請求項１１】
　前記第１の部分は、実質的に剛直な部分（１１）と、前記固定点に固定された別の実質
的に柔軟な弾性部分（１２）とを備え、その結果、前記実質的に柔軟な弾性部分の柔軟性
および弾性を前提として、前記第１の部分は、前記固定点に対する揺れ運動を行なうこと
ができる、請求項１～１０のいずれか１項に記載の発電機。
【請求項１２】
　前記発電機は、磁石のサブシステム（３０，３１，３２，３００）と、少なくとも１つ
のコイル（５０，５００）とを備え、前記発電機は、前記第１の部分（１）の前記振動運
動が、前記磁石のサブシステム（３０，３１，３２，３００）と前記少なくとも１つのコ
イル（５０，５００）との間に相対的変位を生じさせて、前記少なくとも１つのコイル（
５０，５００）に起電力を発生させるように構成される、請求項２～８および１０のいず
れか１項に記載の発電機。
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【請求項１３】
　前記磁石のサブシステムは、前記少なくとも１つの第１の磁石（３０）を含む、請求項
１２に記載の発電機。
【請求項１４】
　前記磁石のサブシステム（３０，３１，３２，３００）は、複数の磁石を備え、前記複
数の磁石は、前記振動運動中に前記第１の部分（１）が中立位置から極端に傾斜した位置
に移動すると、前記少なくとも１つのコイルが磁場の少なくとも１つの方向変化、好まし
くは磁場の複数の方向変化にさらされるように配置される、請求項１２または１３に記載
の発電機。
【請求項１５】
　前記磁石のサブシステムは、前記発電機の土台から異なる高さのところに配置された少
なくとも二組の磁石を備え、磁石の各組は、複数の磁石リング（３０，３１，３２）を備
え、前記複数の磁石リング（３０，３１，３２）は、少なくとも１つの方向変化、好まし
くは少なくとも２つの方向変化、より好ましくは少なくとも４つの方向変化を径方向に有
する磁場が前記磁石の組の間に確立されるように、前記第１の部分（１）の周囲に同軸に
配置される、請求項１４に記載の発電機。
【請求項１６】
　前記コイルは、前記第２の部分（２）に配置され、前記磁石のサブシステムは、前記第
１の部分（１）に配置される、請求項１２～１５のいずれか１項に記載の発電機。
【請求項１７】
　前記磁石のサブシステム（３００）と前記少なくとも１つのコイル（５０，５００）と
の間に前記相対的変位を生じさせるために、第１の発電機モジュール（２００）と、前記
第１の部分（１）の長手方向軸（１００）と平行に前記第１の発電機モジュール（２００
）に対して動かせる第２の発電機モジュール（４００）とを備える発電機サブシステムを
備える、請求項１２に記載の発電機。
【請求項１８】
　前記第１の発電機モジュール（２００）は、固定された発電機モジュールである、請求
項１７に記載の発電機。
【請求項１９】
　前記第２の発電機モジュール（４００）は、複数の接続部材（６０５）によって前記第
１の発電機モジュール（２００）に接続され、前記複数の接続部材（６０５）は、前記第
１の部分（１）の前記長手方向軸（１００）と平行な前記第２の発電機モジュール（４０
０）の動きを可能にし、前記第２の発電機モジュール（４００）が前記第１の発電機モジ
ュール（２００）と接触することを防止するように配置される、請求項１７および１８の
いずれか１項に記載の発電機。
【請求項２０】
　前記第２の発電機モジュール（４００）は、磁石（２２０，４２０）および／またはば
ねを備える第１の付勢手段によって第１の方向に付勢され、前記第１の方向は、前記第１
の部分（１）の前記長手方向軸（１００）と平行である、請求項１７～１９のいずれか１
項に記載の発電機。
【請求項２１】
　前記第１の部分（１）の前記振動運動中に、前記第１の部分の前記長手方向軸（１００
）と平行に前記第２の発電機モジュールを変位させるように前記第２の発電機モジュール
（４００）に対して力がかけられるように配置され、前記力は、前記第１の部分（１）の
前記振動運動中に変化する、請求項１７～２０のいずれか１項に記載の発電機。
【請求項２２】
　前記第１の部分の前記振動運動の結果として前記第２の発電機モジュール（４００）の
振動運動が生じるように配置され、前記第２の発電機モジュール（４００）の前記振動運
動は、前記第１の部分（１）の前記長手方向軸（１００）と平行な方向であり、前記第１
の部分（１）の前記振動運動の振動数よりも高い振動数を有する、請求項１７～２１のい
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ずれか１項に記載の発電機。
【請求項２３】
　前記第１の部分（１）は、第１の質量を有し、前記第２の発電機モジュール（４００）
は、前記第１の質量よりも実質的に小さな第２の質量を有する、請求項１７～２２のいず
れか１項に記載の発電機。
【請求項２４】
　前記第２の部分は、前記磁石のサブシステム（３００）と前記少なくとも１つのコイル
（５０，５００）との間に前記相対的変位を生じさせるために、第１の発電機モジュール
（２００）と、前記第１の発電機モジュール（２００）に対して動かせる第２の発電機モ
ジュール（４００）とを備え、前記第２の発電機モジュール（４００）は、前記第１の部
分（１）の前記振動運動の振動数とは異なる振動数で前記第１の発電機モジュール（２０
０）に対して振動することができるように吊り下げられる、請求項１２に記載の発電機。
【請求項２５】
　前記第２の発電機モジュール（４００）は、前記第１の部分（１）の前記振動運動中に
前記第１の部分によって繰返し起動されるように配置される、請求項２４に記載の発電機
。
【請求項２６】
　前記第２の発電機モジュール（４００）は、前記第１の部分（１）と前記第２の発電機
モジュール（４００）との間の磁気的相互作用によって、前記第１の部分（１）の前記振
動運動中に前記第１の部分によって繰返し起動されるように配置される、請求項２５に記
載の発電機。
【請求項２７】
　前記第１の部分は、前記第１の部分が振動していないときに概して垂直に延在する長手
方向軸（１００）を有し、前記第２の発電機モジュール（４００）は、垂直に振動するよ
うに配置される、請求項２４～２６のいずれか１項に記載の発電機。
【請求項２８】
　前記第１の部分（１）は、振動するポールを備え、前記第２の部分（２）は、前記ポー
ルの土台に対応して位置する静的構造を備える、請求項１～２７のいずれか１項に記載の
発電機。
【請求項２９】
　発電機を風速と同調させるための方法であって、前記発電機は、第１の端部および第２
の端部を有する第１の部分（１）を備え、前記第１の端部は固定点に固定され、前記第２
の端部は自由であり、前記第１の部分（１）は、流体内に位置するように構成され、前記
流体が動くと前記流体内に渦を発生させ、前記第１の部分（１）に揚力を発生させて、前
記固定点に対する前記第１の部分（１）の振動および揺れ運動を生じさせるように構成さ
れ、前記発電機はさらに、前記第１の部分を少なくとも部分的に取囲む第２の部分（２）
を備え、
　前記方法は、互いに反発するように少なくとも１つの第１の磁石（３０）および少なく
とも１つの第２の磁石（４０）を前記第１の部分および前記第２の部分（２）にそれぞれ
配置するステップを備える、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　固い棒の場合、その固有振動数は以下の通りである：
　ω＝（（（Ｉ＊Ｅ＊Ｋ４）／ｄ）－ａ２）（１／２）

　式中、Ｅはヤング率であり、Ｉは断面慣性モーメントであり、ｄは長さの単位当たりの
棒の密度であり、Ｋは振動の空間モード（第１のモードおよびその高調波）であり、ａは
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減衰定数である。構造が減衰されればされるほど（言い換えれば、粘性損失、摩擦などの
形態でそこからエネルギが抽出されればされるほど）、振動数は低くなる。いかなる構造
の固有振動数も、それがさらされる減衰に左右される。その結果、発電機から電力が抽出
されればされるほど、例えば構造に張力をかけること、その剛性を増加させることなどに
よってこれがオフセットされない限り、その固有振動数は小さくなる。
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